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電 話 ０８５７－２７－６７１１ 

 

令和３年度第１回因幡国古代山陰道発掘調査委員会を開催します 

 

鳥取県埋蔵文化財センターが取り組む古代山陰道の調査研究事業について、今年度の発掘調査計画など

を検討する第１回因幡国古代山陰道発掘調査委員会を下記のとおり開催します。 

ついては、取材で取り上げて下さるようお願いします。なお、新型コロナウィルス感染拡大防止のため

ウェブ会議形式での開催となります。 

 

記 

 

１ 開催日時   令和３年４月２７日（火）午後１時３０分から午後３時まで 

          

２ 開催場所   埋蔵文化財センター（〒680-0151 鳥取市国府町宮下 1260 番地） 

        及びウェブ会議上 

 

３ 内  容 令和２年度の追加調査成果について 

       令和３年度の調査計画について 等 

 

４ 令和３年度発掘調査計画の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 参 加 者  
〇発掘調査委員会委員 

所　属 専　門

委員長 久保　穰二朗（くぼじょうじろう） 元鳥取県埋蔵文化財センター所長 考古学

委　員 大橋　泰夫（おおはしやすお） 島根大学法文学部教授 考古学

委　員 市　大樹（いちひろき） 大阪大学大学院教授
日本古代史
（文献史学）

委　員 神野　恵（じんのめぐみ） 奈良文化財研究所都城発掘調査部考古第２研究室長 考古学

氏　名

 
 

〇その他関係機関 

文化庁 

鳥取県地域づくり推進部文化財局とっとり弥生の王国推進課 

鳥取市教育委員会事務局文化財課 

〇青谷東側丘陵（養郷狐谷遺跡）の発掘調査 

・急斜面部分（斜度 20～25 度）で発掘調査を行い、養郷宮之脇遺跡のつづら折り部分の道路線形や 

構造と比較する。 

・昨年度行った追加調査により、直線的な道路を敷設するために丘陵尾根の鞍部（くぼ地）を大規 

模に埋め立てていることが明らかになっていることから、さらに継続して調査し、道路構造を把 

握する。 

〇青谷西側丘陵の発掘調査 

・現地踏査によって丘陵尾根上を約 500ｍにわたって延びる大規模な切通しを確認していることか 

ら、発掘調査により検証し、西側丘陵における古代山陰道のルートや構造を明らかにする。 



    鳥取市青谷町総合支所地域振興課 

６ 問 合 せ 先   鳥取県埋蔵文化財センター 企画研究担当 坂本 

電    話 ０８５７－２７－６７１１ 

ファクシミリ ０８５７－２７－６７１２ 

 

養郷宮之脇遺跡で発見されたつづら折りの道路遺構 

 

遺跡の位置図 

 

令和３年度発掘調査候補地で確認されている古代道路の痕跡とみられる大規模な切通し 

青谷西側丘陵 

青谷東側丘陵 


